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【緒言】 

伝統医学には複数の流派があり、初学者の臨床技術を高める際の障害となる。複数の流派の術語、

証の定義、生薬・経穴の属性、方剤の構成生薬・適応証、配穴などを一覧することができれば、目

の前の患者に対してより正確な診断、処方を行うことが可能になる。こうした一覧は諸流派の差違

を明確にすることによりそれぞれの流派の治療方法をより適切に臨床に活かすことが可能となる

ことが期待される。この一覧機能を持つシステムをデータベースソフトウエアにより構築し、各種

文献に記載された情報をデータベース化する。当研究ではそのためのデータベースの骨格の試案を

作成し、実用化の可否を検討する。 

 

【方法】 

一般的なコンピュータ OS上で稼働し、タブレット、スマートフォンなどでも活用することがで

き、しかも比較的安価に市販されている、ファイルメーカー社 FileMaker Pro ver13.0を用いて、

リレーショナル・データベースとして構築する。 

 

【結果】 

生薬名、方剤名、経穴名、症状名、証名、病名の相互間のリレーションのあるリレーショナル・

データベースを構築した。データを入力する文献として、『中薬大辞典』『中医臨床のための生薬学』

『中医臨床のための方剤学』『中医臨床のための病機と治法』『鍼灸経穴辞典』『中医薬学高級双書 針

灸学』『中医薬学高級双書 針灸治療学』『鍼灸取穴入門』『現代中国針灸配穴事典』『臨床経穴学』『常

用兪穴臨床発揮』『中医症候鑑別診断学』『中医症状鑑別診断学』『中医弁証学』『症例から学ぶ和漢

診療学』『高等中医院校教学参考叢書 中医診断学』『高等中医院校教学参考叢書 中医診断学』『高

等中医院校教学参考叢書 中医耳鼻喉科学』『中医臨証備要』などをえらんだ。 

 

【考察】 

比較的安価なソフトウエアを用いても、伝統医学の臨床の診断・治療を支援する携帯型のデータ

ベースシステムを構築することができることが示唆された。 
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